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	船荷証券


	本章は船荷証券を更新し、及び処理結果を得るためのﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


船荷証券処理結果










BOL‑2

船荷証券又は航空貨物運送状を自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）運送業者の積荷目録に掲示できない時はいつでも、（提供される）申告者への通知の説明。

船荷証券の更新










BOL‑3

(CBPの)貨物審査基準システム(CSS)が実行された後、申告者が船荷証券又は航空貨物運送状のﾃﾞｰﾀを取替え及び修正できるようにする、貨物引渡し船荷証券更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの説明。
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 P1 (出力)








BOL‑5

通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、申告種類符号、登録輸入者番号、通関業者（社内）整理番号、運送業者、貨物の所在地、積荷目録番号、到着日、及び陸揚げするための地区/通関地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞ。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子P3 (出力)








BOL‑8

積荷目録上の合計数量及び（船荷）証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞ。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子L1 (入力)








BOL‑10

通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、船荷証券処理結果、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ、航海番号/飛行便の番号、到着予定日、及び貨物の所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞ。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子L3 (入力)








BOL‑13

積荷目録上の合計数量及び（船荷）証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付き貨物引渡し船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞ。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子L7 (出力)








BOL‑15

通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子及び説明［叙述］的メッセージに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券更新出力ﾚｺｰﾄﾞ。
船荷証券
本章で提示されるのは、船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞ及び船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞである。  

船荷証券処理結果
その処理結果を(CBPは)、船荷証券又は航空貨物運送状(AWB)を自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）運送業者の積荷目録に掲示できないときはいつでも、自動化した通関申告者に通知する。これは大抵入力ﾃﾞｰﾀに加えて提出される（船荷）証券番号が間違っているか又はﾌｧｲﾙされていない時に起る。これらのﾒｯｾｰｼﾞは次の場合に限り生成される：
· いつでも受取れる貨物引渡し状態にあるそう言う利用者であって、その申告ﾃﾞｰﾀが貨物の引渡し保証として又は貨物の引渡しを保証する納税申告ﾃﾞｰﾀとして提出されている場合。
· 電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(AMS)申告中の、国際航空運送協会(IATA)航空会社コード又は（米国）運送会社識別コード(SCAC)と前述の運送業者が（そこで）操業する通関地から成る航空貨物又は海上貨物の通関申告の場合。
· 税関国境警備局(CBP)に航空ﾏﾆﾌｪｽﾄ電子申告ﾃﾞｰﾀを提供する仕分け運送業者（貨物を仕分ける貨物運送業者）を意味する施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)ｺｰﾄﾞから成る航空貨物通関申告の場合。
標準的な９桁の保税運送(IT)番号又はIT番号として使用される航空貨物運送状番号から成る通関申告についてはﾒｯｾｰｼﾞが返されない。
もし、上の条件の１つが満たされるなら、Vから始まるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号から成る通関申告についてﾒｯｾｰｼﾞが返される。
船荷証券処理結果が返される時機が海上貨物の申告（輸送方式符号10又は11）と航空貨物の申告（輸送方式符号40又は41）では異なる。海上貨物の申告について、船荷証券処理結果が到着予定日より48時間前に返される。もし、申告ﾃﾞｰﾀが到着予定日の前48時間未満に自動通商［輸出入申告］システム(ACS)に提出されるなら、船荷証券処理結果は直ちに返される。
航空貨物の申告について、船荷証券処理結果は暫定審査処理の直後に、又は暫定審査処理の前に実施される場合はCBPのオンライン審査処理の直後に返される。
航空であろうと海上であろうと、電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(AMS)が実際に到着したことを申告書に掲示するやいなや、船荷証券処理結果が直ちに返される。
入力：船荷証券処理結果入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子P1 及び P3は必須の船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はPSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物［資料］の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
船荷証券の更新
貨物引渡し船荷証券更新ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝはACS利用者に、審査選定が当該申告について処理された後にも係わらす、航空・海上貨物について船荷証券/航空貨物運送状(AWB)の番号及び一定の関連する貨物引渡しﾃﾞｰﾀを取り替え並びに訂正する能力を与える。具体的に言うと、申告者は次のことができる：
· ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞを取り替える
· 間違った船荷証券番号を削除する
· 正確な船荷証券番号を追加する
· 不正確な数量及び単位を取り替える
· 航海番号／飛行便の番号を取り替える
· 施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)ｺｰﾄﾞを取り替える
· 到着予定日を特定の限定付きで取り替える
訂正は次の一覧表でいずれか最初に適用できる日の後１５日間行える。
· 引渡し日
· 実際の到着日
· 最初の貨物引渡しﾃﾞｰﾀで報告された到着予定日。
更新は、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号（V番号）から成る通関申告について許可される。
通関申告が標準的な９桁の保税運送(IT)番号又はIT番号として使用される航空貨物運送状(AWB)番号から成る場合、更新は許可されない。  

到着予定日は、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ又は施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)ｺｰﾄﾞ及び揚地（港）がCBPの電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告(ｼｽﾃﾑ)結合を意味する場合に限り、取り替えられる。新しい到着予定日は、旧予定日の後６０日若しくはその前３０日を超えてはならない。
航空貨物の申告について、新しい到着予定日が暫定審査処理日を超えてはならない。  海上貨物の申告について、新しい到着予定日が暫定審査処理日の後５（日）を超えてはならない。新しい到着予定日は徹底的（物理的）な検査を終了することで確定されるCBP引渡し日を超えないこと。
電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(AMS)ﾓｼﾞｭｰﾙが実際の到着日をその申告書に既に掲示している場合、到着予定日は更新されない。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子L1は必須の貨物引渡し船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子L3は条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである。  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はLNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物［資料］の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子L7は必須の船荷証券更新出力ﾚｺｰﾄﾞである。それ(L7)は、その前に、L1又はL3ﾚｺｰﾄﾞ若しくは両方があるものとする。（入力ﾚｺｰﾄﾞ）L1及びL3の出力ﾚｺｰﾄﾞは正確にその入力ﾚｺｰﾄﾞと同一に書式設定される。  

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はLSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物［資料］の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 P1 (出力)
これは通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、申告種類符号、登録輸入者番号、通関業者（社内）整理番号、運送業者(ｷｬﾘｱ)、貨物の所在地、積荷目録番号、到着日、及び陸揚げするための地区/通関地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 P1 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にPに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	通関申告をする　地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。大抵、地区符号はﾌﾞﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）の地区/通関地符号（の地区）と同一である。しかしながら、通関地符号は所定の地区内の任意の有効な通関地とする。当該商品が通関申告若しくは即時引き取り許可に基き通関された場所の地区/通関地符号を書き込むこと。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。もし、申告番号が9桁未満（から成る）なら、それは右揃えされる。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	申告種類符号
	2N
	19‑20
	M
	申告種類を表す符号。有効な申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	登録輸入者番号
	12X
	21‑32
	M
	登録輸入者を表す番号。
	1

	通関業者（社内）整理番号
	9X
	33‑41
	C
	通関業者（社内）整理番号を表す符号。このﾃﾞｰﾀ要素は自動通商［輸出入申告］システム(ACS)利用者の便宜のために用意されている。それはACS処理期間中ずっと決して編集され又は変更されることはない。それは、通関申告者のﾚｺｰﾄﾞに容易に参照符を付けることができるようにするために、種々の出力ﾚｺｰﾄﾞで利用者に返される。
	

	キャリアコード
	4AN
	42‑45
	M
	ｷｬﾘｱ（運送業者）を識別するｺｰﾄﾞ。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11の海上貨物なら、米国トラック協会（法人）発行の適切な4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を（ここに）入力すること。本ｺｰﾄﾞは通常、船荷証券上にある。もし、それが（船荷証券上に）ないなら、運送業者がそれを提供できるはずです。もし、輸送方式(MOT)符号が40又は41（航空貨物）なら、適切な2桁の運送業者略称を左寄せで入力すること。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。航空ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに問合せることにより得られる。その参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに関する追加情報については、本刊行物のかの章を参照のこと。
	

	貨物の所在地
	4AN
	46‑49
	M
	施設情報と資源管理システム(FIRMS)識別子を表す符号。（FIRMSｺｰﾄﾞ）
	

	航海/飛行便/飛行/ ﾏﾆﾌｪｽﾄの番号

	5X
	50‑54
	M
	輸入運送業者の航海/飛行便/飛行の番号。もし、輸送方式(MOT)符号が40又は41（空輸）なら、飛行便の番号を入力すること。もし、その輸送符号が10又は11（船舶）なら、航海番号を全桁入力すること。例えば、もし、航海番号がV311Wなら、5文字全部を入力すること。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。
	

	到着日
	6N
	55‑60
	M
	到着日を表すYYMMDD（年、月、日）形式での数値表示の日付。
	

	陸揚げするための地区/通関地
	4X
	61‑64
	M
	商品が輸送体から陸揚げされた地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	発端
	1A
	65
	M
	A叉はRの符号を入力する。Aと言う符号はACSが自動的に船荷証券処理結果をｼｽﾃﾑ生成したことを指す。Rと言う符号は船荷証券処理結果がﾚｺｰﾄﾞの識別子L1の19桁にY(はい)を示すことによる申告者の要請でｼｽﾃﾑ生成されたことを指す。
	

	フィラー
	15AN
	66‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
登録輸入者番号、最終荷受人、及び(CBPF)4811（特別住所届の）参照番号（CBP通知送付先）の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、及びDDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。ハイフンを含む。

登録輸入者が内国歳入庁(IRS)番号形式であって、その最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら；ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］を　ｾﾞﾛに変換し、またACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白［ｽﾍﾟｰｽ］が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 P3 (出力)
これは、積荷目録上の合計数量［積荷目録数量］及び（船荷）証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券処理結果出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 P3 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にPに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に3に等しくなければならない。
	

	保税運送番号
	12AN
	3‑14
	C
	船荷証券処理結果は、当該申告と関連した全ての保税運送番号がﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号である場合に限り、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号から成る通関申告について返される。もし、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号から成る通関申告が併せて別形式の保税運送番号を包含するなら、船荷証券処理結果が前記申告について返されることはない。
	

	マスター船荷証券番号発行人コード
	4AN
	15‑18
	C
	実際にその海上船荷証券を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号
	12AN
	19‑30
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。

ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。 
	

	ハウス船荷証券番号発行人コード
	4AN
	31‑34
	C
	このコードは将来使うためにとってある。
	

	ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	35‑46
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。

ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ船荷証券番号発行人コード
	4AN
	47‑50
	C
	このコードは将来使うためにとってある。
	

	サブ［副次的］・ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	51‑62
	C
	積荷目録に記載されているところのｻﾌﾞﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	

	積荷目録上の合計数量[積荷目録数量］

	8N
	63‑70
	M
	’積荷目録数量’には、報告される船荷証券番号に関する最低ﾚﾍﾞﾙでの［に付随する］数量［量］を入力すること。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。
	

	単位
	5X
	71‑75
	C
	測定単位を表す略語。有効な測定単位コードは本刊行物の補遺Cに掲載されている。
	

	証券番号・AMS 登録
	1A
	76
	M
	Y (yes)と言う符号は本ﾚｺｰﾄﾞで報告される証券番号が電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(AMS)にﾌｧｲﾙされていることを指す。  N(no)と言う符号はその証券番号がAMS(電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ)にﾌｧｲﾙされていないことを指す。
	1

	フィラー
	4AN
	77‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
船荷証券処理結果がACSにより自動的に生成される場合、証券番号がAMSにﾌｧｲﾙされていない、それで、証券・AMS登録ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの符号がNであるそれらのものに限りP3ﾚｺｰﾄﾞが返される。AMSにﾌｧｲﾙされている証券番号（の処理結果）は返されない。
船荷証券処理結果が申告者の要請で生成されるなら、証券番号がAMSにﾌｧｲﾙされていようがなかろうが、P3ﾚｺｰﾄﾞは当該申告書に掲載される全ての証券番号について返される；また、証券・AMS登録ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞはYかNである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子L1 (入力)
これは通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、船荷証券処理結果、　ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ、航海番号/飛行便の番号、到着予定日、及び貨物の所在地に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 L1 (入力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にLに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	通関申告をする　地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。大抵、地区符号はﾌﾞﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）における地区/通関地符号（の地区）と同一である、しかしながら、通関地符号は所定の地区内の任意の有効な通関地とする。当該商品が通関申告若しくは即時引き取り許可に基き通関された場所の地区/通関地符号を書き込むこと。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。 
	

	通関申告者略号

	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。もし、申告番号が9桁未満（から成る）なら、それは右揃えされる。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	船荷証券処理結果
	1A
	19
	M
	船荷証券処理結果を要請するY (yes)又はN (no)と言う符号。船荷証券処理結果を、ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ又は幾つかの航空貨物の申告の場合には施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)（ｺｰﾄﾞ）、及び揚地（港）（の両方）がAMSの場合に限り、要請することができる。貨物引渡しﾃﾞｰﾀが更新中であろうとなかろうと、（船荷証券処理）結果を要請でき、ACSがその要請を処理した直後に応答ﾒｯｾｰｼﾞが返される。
	1

	フィラー
	12AN
	20‑31
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	キャリアコード
	4AN
	32‑35
	C
	ｷｬﾘｱ（運送業者）を識別するｺｰﾄﾞ。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11の海上貨物なら、米国トラック協会（法人）発行の適切な4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を（ここに）入力すること。本ｺｰﾄﾞは通常、船荷証券上にある。もし、それが（船荷証券上に）ないなら、運送業者がそれを提供できるはずです。もし、輸送方式(MOT)符号が40又は41（航空貨物）なら、2桁の適切な運送業者略称を左寄せで入力すること。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。航空ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに問合せることにより得られる。その参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに関する追加情報については、本刊行物のかの章を参照のこと。 
	1

	航海番号/飛行便の番号
	5X
	36‑40
	C
	輸入運送業者の航海番号/飛行便の番号。航海番号/飛行便の番号が輸送方式(MOT)符号10,11（船舶）、40及び41（空輸）には必須である。もし、輸送方式(MOT)符号が40又は41なら、飛行便の番号を入力すること。もし、輸送方式(MOT)符号が10又は11なら、航海番号を全桁入力すること。例えば、もし、航海番号がV311Wなら、5文字全部を入力すること。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。運用中の航空貨物自動ﾏﾆﾌｪｽﾄｼｽﾃﾑ(Air AMS)空港で（そこに到着する）運送業者の飛行便の有効な番号書式はNNN, NNNN, NNNA又はNNNNAである。これらの符号において、N=数字及びA=英字。
	2

	到着予定日
	6N
	41‑46
	C
	到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	貨物の所在地
	4AN
	47‑50
	C
	施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)ｺｰﾄﾞ。
このｺｰﾄﾞは4桁の通し番号である。  施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ(FIRMS)に関する追加情報については、本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を参照のこと。
	

	フィラー
	30AN
	51‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
ある特定の航空運送業者ｺｰﾄﾞがその運送業者ﾌｧｲﾙに含まれていない時、その運送業者が登録されている国を指定するために、（ﾌｧｲﾙに）掲載されていない運送業者指定ｺｰﾄﾞの最初の２桁に次のｺｰﾄﾞの一つを入力すること。
ｺｰﾄﾞ

運送業者登録
*U

合衆国
*C

カナダ
*F

その他の外国
自家用機が自力で入港している場合、運送業者ｺｰﾄﾞの最初の２桁に**を入力すること。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 L3 (入力)

これは更新ｱｸｼｮﾝ、積荷目録及び保税運送ﾃﾞｰﾀに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し船荷証券更新入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 L3 (入力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にLに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に3に等しくなければならない。
	

	フィラー
	1AN
	3
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	保税運送番号
	12AN
	4‑15
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞで受け入れられる唯一の保税運送番号書式は"V"から始まるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送番号である。
	

	マスター船荷証券番号発行人コード
	4AN
	16‑19
	C
	実際にその海上船荷証券を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号
	12AN
	20‑31
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。

ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ハウス船荷証券番号発行人コード
	4AN
	32‑35
	C
	ﾊｳｽ船荷証券（番号）かそれともﾊｳｽ（船荷）証券発行人ｺｰﾄﾞがこのﾚｺｰﾄﾞで送信される場合、輸送方式(MOT) 10, 11, 20又は21については両ﾌｨｰﾙﾄﾞ（それらは相互に依存する）が共に要求される。
	

	ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	36‑47
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。

ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ船荷証券番号発行人コード
	4AN
	48‑51
	C
	このコードは将来使うためにとってある。
	

	サブ［副次的］・ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	52‑63
	C
	積荷目録に記載されているところのｻﾌﾞﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	積荷目録上の合計数量[積荷目録数量］

	8N
	64‑71
	M
	報告される船荷証券番号に関する最低ﾚﾍﾞﾙでの［に付随する］数量［量］。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。
	

	単位
	5X
	72‑76
	M
	その船荷証券/航空貨物運送状に表示されるところの測定単位。その船荷証券又は航空貨物運送状と関連する複数の測定単位がある場合、個(PCS)と言う標準の汎用単位が受け入れられる；しかしながら、これは必ずしも注解合衆国実行関税率表の税目番号と関連する測定単位に関係するものではない。
	

	フィラー
	4AN
	77‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 L7 (出力)

これは、通関申告をする地区/通関地、通関申告者略号、申告番号、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子及び説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の貨物引渡し船荷証券更新出力　ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 L7 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にLに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に7に等しくなければならない。
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。大抵、地区符号はﾌﾞﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）の地区/通関地符号（の地区）と同一である。しかしながら、通関地符号は所定の地区内の任意の有効な通関地とする。当該商品が通関申告若しくは即時引き取り許可に基き通関された場所の地区/通関地符号を書き込むこと。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。    
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。もし、申告番号が9桁未満（から成る）なら、それは右揃えされる。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	19‑21
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別する略号[ｺｰﾄﾞ]。
	

	説明［叙述］的　ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	22‑61
	M
	船荷証券更新が実行されたか、それともｴﾗｰ状態にあるかを示す説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	19AN
	62‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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